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【図表1】訪タイ旅行者数の推移 

足利銀行バンコク駐在員事務所
五津 徳昭  

    【バンコク通信】タイの観光産業 
～コロナ禍の影響と観光産業の現状～ 

 政府による観光産業への後押しもあり、タイは世界の旅行先ランキングで必ず上位に登場する人気の観光地

となっています。また直近のコロナ禍の影響を除けば、タイを訪れる旅行者数も右肩上がりを続け、2019年

には過去最高となる3,991万人（世界第8位）を記録しています。 

 

～はじめに～ 
 タイには多くの工業団地が整備され、日系企業のみならず世界各国の企業の生産・輸出拠点として知られて
いますが、タイ経済を支えるもうひとつの産業が観光産業です。観光産業は国家戦略の重点分野に位置付けら
れ、豊富な観光資源を活かし、外国人旅行者を誘致すべく政府主導で観光立国を推進しています。今回は、タ
イの観光産業についてレポートいたします。 

1. タイの観光産業 

MEBUKI ASEAN REPORT Vol. 48 

 タイ政府は、1960年3月にタイ国政府観光庁を発足させ、2002年には観光・スポーツ省を創設するなど、

長年にわたり観光産業の振興に力を入れてきました。2011年からは国際的に競争力を持った質の高い観光地

になること、さらには観光による所得向上の実現を目指し、「Amazing Thailand」というスローガンを掲げ

国際的なプロモーションを行っています。 

 また従来からの強みであった医療ツーリズムを重点分野の一つに指定し、ターゲットを富裕者層に絞り込む

など、付加価値の高いサービス提供に戦略的に取り組んでいます。実際、タイ政府による観光振興策は成功を

収めており、観光産業は輸出産業と並ぶタイ経済のけん引役に成長しています。 

観光産業の概要 

出所：国連世界観光機関（UNWTO) 

2 

観光情報や渡航情報などが掲載されている 
タイ国政府観光庁の日本語ホームページ 
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入国規制の緩和と旅行者の誘致 

 観光立国を目指すタイ政府は、大きく落ち込んだ国内経済を立て直すため、ASEAN諸国に先駆け2021年7

月より、ワクチン接種者の隔離検疫を免除するサンドボックス制度をリゾート地のプーケットで開始しまし

た。また2022年2月からはタイランドパス（入国前に必要書類を申請するシステム）を導入。ワクチン接種

証明および陰性証明書の登録と一定額以上の補償がついた医療保険への加入の条件をクリアすれば、隔離な

しで入国できるようになったことで、海外との往来が一気に進みました。2022年6月23日からは国内でのマ

スク着用義務が廃止されたほか、7月1日からはタイランドパスも廃止されました。さらに、10月1日からは

新型コロナ感染症を「エンデミック（日常的に流行する感染症）」とする宣言が予定されており、季節性イ

ンフルエンザと同様に風土病として扱う準備が進んでいます。 

 

コロナ禍の観光産業へのインパクト 

 順調に伸びていた観光産業でしたが、新型コロナ感染症の封じ込めのために各国政府が実施した移動制

限措置により、タイを訪れる旅行者は2020年には前年比約83％減の670万人、新型コロナ感染症拡大以降の

2020年4月～2021年3月までの1年間では3万人まで急激に落込みました。観光産業はGDPシェアの約20％を

占め、観光産業の従事者も800万人を越えるタイ経済は、大きな打撃を受けることとなりました。 

 

訪タイ旅行者の回復 

 2022年1月～6月の上半期にタイを訪れた外国人旅行者数は

すでに200万人を突破するまで回復しています。タイ政府によ

ると、2022年は700万人～1,000万人の訪タイ外国人旅行者

を見込んでおり、2023年にはコロナ禍前の約半分に相当する

約2,000万人に回復するとの見通しを示しています。 

 現在では、特に欧米諸国を中心に訪タイ旅行者が戻ってき

ています。 

  

  

【図表2】新型コロナ感染症がタイの観光産業へ与えた影響 

2019年 2020年 前年比 

観光産業の 
GDPシェア 

（観光産業のGDP額） 

20.1％ 
（3兆3,332億ﾊﾞｰﾂ） 

8.4％ 
（1兆3,057億ﾊﾞｰﾂ） 

▲60.8％ 
※タイ全体のGDPに 
換算すると▲6.3％ 

観光業の雇用者数 
（総雇用者に占める割合） 

805万人 
（21.4％） 

683万人 
（8.5％） 

▲15.1％ 
※122万人減 

外国人旅行者の支出額 1兆9,779億ﾊﾞｰﾂ 4,652億ﾊﾞｰﾂ 
▲76.5％ 

※1兆5,127億ﾊﾞｰﾂ減 

出所：World Travel ＆Tourism Council 

バンコク市内の両替所を訪れる旅行者
（筆者撮影） 

2. コロナ禍の観光産業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
左：飲食店の認証基準 
右：SHA認証マーク（筆者撮影） 
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 観光産業の再開に向け「SHA（アメージングタイラン

ド健康安全基準）プロジェクト」という取組みが進行し

ています。SHAとは、飲食店や宿泊施設などに厳しい衛

生基準と認証制度を設け、海外からの旅行者の信頼を高

め、安心安全な観光を提供する国を挙げた取組みです。 

 認証された施設には認証マークが付与され、ホーム

ページ上のリストに掲載されます。この基準は、タイ全

体で統一されており、訪タイする旅行者にとっても非常

にわかりやすく、感染症に対する安心感を得ることがで

きます。現在では多くの飲食店や宿泊施設が認証され、

約5万件が掲載されています。 

  

観光産業再開へ向けたプロジェクト「SHA」 

 欧米からの旅行者が多いタイでは、世界的なトレンドであるサス

テナブルへの取組みも進んでいます。バンコク市内やリゾート地の

ホテルでは、客室のミネラルウォーターがガラス製のボトルで提供

され、歯ブラシなどプラスチック製のアメニティは提供せず、飲食

店で提供されるストローは紙製といった取組みがされています。 

 また、タイの代表的な乗り物であるトゥクトゥクも、排気ガスの

出ない電動トゥクトゥクが徐々に普及しており、現在では約200台

が稼働しています。電動トゥクトゥクはタイ政府による助成金で開

発され、2025年には全国の約2万台のトゥクトゥクをすべてEV化す

ることも宣言されています。 

  

サステナブルへの取組み 

 タイの観光産業は、政府による振興策により基幹産業のひとつに成長し、豊富な観光資源を活かして安定

的に旅行者や観光収入を増加させてきました。コロナ禍でもいち早くウィズコロナに舵を切り、観光産業の

回復に向けた取組みを強化しています。タイ政府が行う各施策は、観光立国を目指す日本にとって学ぶべき

ことも多いと思われ、今後もタイの観光産業に注目しながら随時情報発信をしていきます。 

 

3. 観光産業の再開とサステナブルへの取組み 

バンコク市内を走る電動トゥク
トゥク（筆者撮影） 

 タイのSHAと日本の認証制度を比較すると、日本は自治体などによって認証制度が異なっており、訪日し

たタイ人にヒアリングすると、非常にわかりにくいとの意見が挙げられました。新型コロナ感染症が終息し

たとしても、今後の新たな感染症に対し、このSHAは有効だと感じます。 

  

4. おわりに 



アセアン駐在員コラム 
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【シンガポール】～ハングリーゴースト～  

【ベトナム】～ゴミの分別に向けた取組み～ 

 首都ハノイを中心に、週末になると一部のマン
ションでゴミをたくさん抱える居住者の姿が見られ
ます。これはリサイクル可能な紙やアルミ缶、ペッ
トボトルを持ち込むと観葉植物や子供向けの本、お
もちゃなどと交換できるイベントです。この活動は
都市環境会社とマンション開発会社の連携によって
開催されており、子供から大人まで多くの市民が参
加しています。ベトナムではゴミを分別する習慣が
なく、このようなイベントを通じて国民の環境意識
の土壌が醸成されることが期待されています。 

 最近、タイのホテルでは「タンブン」サービスが始まっていま

す。タンブンは「徳を積む」ことを言い、お坊さんに朝ご飯をお

布施することで、徳を積むことができると考えられています。昔

からタイでは、朝6：30頃にお坊さんが寺院を出て、托鉢をする

ため家々を周ります。徳を積みたい人は家の前を通りかかるお坊

さんに朝ご飯をお布施します。しかし、近くに寺院がない場合、

托鉢の機会はあまりありません。ホテルのタンブンサービスは、

ホテルでお布施するご飯を用意し、お坊さんを招待します。こう

することで近くに寺院がなくても、徳を積みたい人はホテルでお

布施することができるのです。旅行中の外国人もタイの文化に触

れることができる、このタンブンサービスは、タイの伝統的文化

を後世の人や外国人に伝える良いアイデアだと思います。 

【タイ】～ホテルの「タンブン」サービス～ 

常陽銀行ハノイ駐在員事務所  
現地スタッフ グェン ティ トゥイ 
 

【Vinhomesマンション内のイベントの様子】 
 

【筆者撮影】 

  

足利銀行バンコク駐在員事務所  
現地スタッフ ピンパーペン・サウィター 

【ホテルでご飯をお布施する様子】 

【筆者撮影】 

  

常陽銀行シンガポール駐在員事務所  
現地スタッフ 関 順 

【筆者撮影】 

  

【街中に設置されたドラム缶と 
お供え物をする祭壇】 
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 中華系の伝統行事ハングリーゴースト。旧暦の7月に地獄の大

門が開き、親縁のない霊がこの世に戻り、供養しなければいた

ずらをすると言われています。この約1ヶ月の期間は、霊の食欲

や物欲、金銭欲を満たすため、果物やお菓子を祭壇にお供えし

たり、自動車や札束を模した紙を燃やし、その煙をお供えした

りします。この時期にはホーカー（屋台）や住宅団地など、街

の至る所にそれらの供物を燃やすためのドラム缶が設置されま

す。お供えは歩道の脇に置かれるケースもあるので、間違って

踏まないよう注意が必要です。またこの期間中は引越、結婚、

旅行などはタブーとされることもあります。シンガポール人

は、このハングリーゴーストの間は静かに過ごし、中秋節が来

るのを楽しみに待っています。 



アセアン各国ニューストピックス 
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〈経済関係ＮＥＷＳ〉 

  

〈その他ＮＥＷＳ〉 

出典：NNA記事など 

（8/12）通年成長率の見通し3～4％ 上限を下方修正、世界経済悪化で 
（8/18）7月輸出、電子2桁増で堅調 通年は5～8％増の見通し 

（8/2）  今年の予想インフレ率、2.2～3.2％＝中銀 
（8/15）GDP成長率、8.9％に加速 4～6月、活発な個人消費がけん引 

（8/11）政策金利、0.75％に引き上げ 物価抑制へ2年ぶりに方針転換 
（8/16）GDP成長率 2Qは2.5％ 工業部門が不振、東南アで最低に 

（8/9）  21年のFDI受け入れ額、世界20位に低下 
（8/22）4～6月経常収支黒字、3四半期ぶり高水準 

（8/10）GDP7.4%増、高成長続く 4～6月期、コロナ規制緩和で 
（8/16）7月新車販売29％増、5ヵ月連続伸び2桁 

（8/10）7月輸出、世界景気減速の影 米・韓向け耐久財など前年割れ 
（8/19）3Qにも政策金利上げる可能性、HSBC予想 

シンガポール 

マレーシア 

タイ 

インドネシア 

フィリピン 

ベトナム 

（8/15）高級オフィス賃料の上昇加速 需給ひっ迫で、当面は継続の見方 
（8/19）柔軟な勤務形態への要求強く フルタイム出社で転職「6割」 

（8/11）アップルペイが利用可能に、地場3行が対応 
（8/15）ハラル産業で日本の投資要請＝貿易公社 

（8/16）電気料金を引き上げ、9月から過去最高に 
（8/22）10月からの滞在許可期間延長、正式に決定 

（8/3）  1～6月の航空旅行客数、国際線は6倍 
（8/16）新型コロナの抗体保有率、98.5％に上昇 

（8/11）デジタル銀2行、7月に開業 
（8/17）公衆衛生上の災害事態延長へ 

（8/11）外国人観光客、7月までで通年目標の15％ 
（8/17）仮想通貨保有率は世界11位、国民の6.1％ 

シンガポール 

マレーシア 

タイ 

インドネシア 

フィリピン 

ベトナム 

6 
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※ナショナルホリデーのみ掲載

※祝祭日名省略
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9

2022年11月
日 月 火 水 木 金 土

30 31

10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21

2022年10月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

2022年9月
日 月 火 水 木

インドネシア

日本

シンガポール

インド

ベトナム

タイ

ミャンマー

フィリピン

マレーシア

カンボジア

出典：ジェトロ各国情報

金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10



めぶきＦＧアジアネットワーク（１） 
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お客様の海外進出をサポートするため、様々な機関や外国銀行と業務提携を結び、支援体制の強化を進めています。

提携先 常陽 足利 主な業務内容

中国銀行（中国） ● ●

交通銀行（中国） ●

中国信託商業銀行（台湾） ● 台湾情報の提供および各種金融サービスの提供

カシコン銀行（タイ） ● ●

バンコック銀行（タイ） ●

バンクネガラインドネシア

（インドネシア）
●

CIMBニアガ銀行

（インドネシア）
●

ヴィエティンバンク

（ベトナム）
●

ベトコム銀行（ベトナム） ● ●

ベトナム外国投資庁

（ベトナム） ●

ベトナム関連セミナーの開催協力

ベトナム進出に関する各種支援、投資関連情報の提供

BDOユニバンク

（フィリピン）
●

メトロポリタン銀行

（フィリピン）
●

インドステイト銀行

（インド）
● ● インド国内情報の提供および各種金融サービスの提供

バナメックス（メキシコ） ● ● メキシコ国内情報の提供および各種金融サービスの提供

アグアスカリエンテス州政府ほか

（メキシコ）
● ●

メキシコに関する現地市場調査

投資情報の提供

日本貿易振興機構（JETRO） ● ● 海外事業展開や各国制度等に関する各種情報提供

国際協力機構（JICA） ● ● 途上国での海外事業展開や各国制度等に関する各種情報提供

国際協力銀行（JBIC） ● 海外展開支援融資の提供

日本貿易保険（NEXI） ● ● 輸出取引を行う際の海外取引リスクに備える各種貿易保険の提供

中小企業基盤整備機構 ● 海外事業展開や各国制度等に関する各種情報提供

東京海上日動火災保険 ● ● 海外リスク情報等の提供

損害保険ジャパン ● ● リスクマネジメントコンサルティングサービスの提供

三井住友海上火災保険 ● ● 各種損害保険の提供

セコム ● 海外での安全システム・防犯危機商品の提供

綜合警備保障 ● 海外セキュリティーサービスの提供

◎業務提携先一覧

フィリピン国内情報の提供および各種金融サービスの提供

ベトナム国内情報の提供および各種金融サービスの提供

インドネシア国内情報の提供および各種金融サービスの提供

中国国内情報の提供および各種金融サービスの提供

タイ国内情報の提供および各種金融サービスの提供
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めぶきＦＧアジアネットワーク（２） 
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中国 

ベトナム 
 フィリピン 

シンガポール 

タイ 

台湾 

インド 

インドネシア  

【アジア全域】 

○日本貿易保険、損害保険ジャパン、 

東京海上日動火災保険、三井住友海上火災 

保険によるリスクマネジメント 

○日本通運による物流サポート 

○セコム、綜合警備保障によるセキュリティ 

コンサルティング 

○沼尻産業、ユーユーワールドによる輸出支 

援サービス 

○アリババによる海外販路開拓サービス 

○国際協力銀行による中堅・中小企業海外事 

業安定化支援 
○ハラル・ジャパン協会によるハラルに関するコン

サルティング 

【インド】 

○インドステイト銀行による金融サービス提供 

【インドネシア】 

○バンクネガラインドネシア、CIMBニアガ銀行 

による金融サービス提供 

【中国】 

○上海駐在員事務所によるサポート 

○香港駐在員事務所によるサポート 

○中国銀行、交通銀行による金融サービス提供 

【台湾】 

○中国信託商業銀行による金融サービス提供 

【ベトナム】 

○ハノイ駐在員事務所によるサポート 

○ヴィエティンバンク、ベトコム銀行による 

金融サービス提供 

○ベトナム外国投資庁による各種情報提供 

【タイ】 

○バンコク駐在員事務所によるサポート 

○カシコン銀行、バンコック銀行による金融 

 サービス提供 

○ジェイ・ウィル・グループによる進出支援 

【フィリピン】 

○BDOユニバンク、メトロポリタン銀行による金
融サービス提供 

【シンガポール】 

○シンガポール駐在員事務所による同国および 

 周辺諸国へのサポート 
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常陽銀行シンガポール駐在員事務所

10 Collyer Quay, ＃09-07A, Ocean Financial

Centre, Singapore, 049315

TEL:+65-6225-6543

常陽銀行ハノイ駐在員事務所

5th Floor, Sun Red River, 23 Phan Chu Trinh

Street, Hoan Kiem District, Hanoi, Vietnam

TEL:+84-24-3218-1668

常陽銀行上海駐在員事務所
上海市延安西路2201号　上海国際貿易中心1901室

TEL:+86-21-6209-0258

常陽銀行ニューヨーク駐在員事務所
712 Fifth Avenue, 8th Floor, New York, NY 10019

TEL:+1-347-686-8420

足利銀行香港駐在員事務所

Suite 1601, 16th Floor, Tower 2, The Gateway,

Harbour City, Kowloon, Hong Kong

TEL:+852-2251-9475

足利銀行バンコク駐在員事務所

689, Bhiraj Tower at EmQuartier, 27th Foor,

Room No.2714, Sukhumvit Road, Klongton-nue,

Wattana, Bangkok 10110, Thailand

TEL:+66-2-261-2852

◎めぶきＦＧ海外駐在員事務所


